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研究成果の概要（和文）：本研究では人と動物の関係に着目し、古代アンデス社会の複雑化過程を明らかにする
ことを目指した。最も注目したのは家畜飼育の開始と社会の不平等化の関係である。先行研究では、これらが同
期的に進行した可能性が示唆されていた。ペルー北高地に所在するパコパンパ遺跡、クントゥルワシ遺跡で出土
した動物骨資料を考古学、生物考古学、同位体科学の手法によって分析した結果、リャマ飼育の開始とともに社
会内部での権力形成が顕著となったとする仮説は否定された。権力の発生は家畜飼育に先行して生じており、リ
ャマ飼育集団と神殿社会との統合を理論化する新たなモデルの必要性が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the relationship between humans and animals and aims 
to clarify the process of social complexity in ancient Andean societies. The most important focus 
was the relationship between initiating livestock rearing and social inequality. Prior research 
suggests that these processes may have proceeded synchronously. The analysis of animal bone material
 excavated at the Pacopampa and Kuntur wasi sites in the northern highlands of Peru, using 
archaeological, bioarchaeological, and isotopic methods, refutes the hypothesis that the onset of 
power formation within society was marked with the start of llama husbandry. The emergence of power 
occurred before livestock rearing, and the need for a new model to theorize the integration of the 
llama-rearing group with a temple society became apparent.

研究分野： 動物考古学

キーワード： 古代アンデス　家畜化　文明形成　動物利用　人と動物の関係
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アンデス文明は文字を持たずに高度に複雑化した社会を形成した。社会の統合に必要な世界観の共有は、動物を
用いた祭祀、動物をモチーフとした多様な図像表現が貢献したと通じて行われたと考えられる。本研究では、遺
跡から出土する動物骨を考古学、自然科学の手法を用いて分析し、当時の動物利用の実態を解明し、文明発達の
機序にせまった。
　人類が動物を家畜化したことは、社会内部における人間同士の不平等な関係を生じさせたとの仮説があった
が、本研究ではこれが否定された。人と動物の関係は人間社会の理解にも有効な視座であり、古典的な解釈を上
書きする新たなモデルの構築が必要であることを本研究は示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 南米アンデスに展開した文明は、その最終到達点であるインカ帝国に至ってもついに文字を
持たなかった。文字の代わりに、ジャガーやヘビ、ワニといった様々な動物が神殿や土器を飾り、
抽象的な世界観が表現された。各種の動物にはそれぞれの特徴に紐付けられた意味が付与され
記号として用いられたことが推定される。とくに祭祀空間の中心には肉食動物の図像が多く用
いられており、自然界の食物連鎖が人間の社会関係に引き写されていた可能性を暗示する。神殿
遺跡からは動物骨が大量に出土しており、実際に動物を用いた儀礼が盛んに行われていたこと
も確認されている。古代アンデス社会において、動物は単なる食料資源ではなく社会統合の原理
を説明し強化するための象徴性を帯びた存在であったと考えられる。 
 アンデス諸文化における動物の象徴的利用に着目し、図像を読み解くことによってその世界
観を理解しようとする試みには長い研究史がある。しかしそれらの多くは図像の型式学的な研
究にとどまり、動物が示す意味の体系を十分に理解するには至っていない。それぞれの種がもつ
多面的な属性のうち何に注目するかは観察者自身の文化的背景に制約を受け、それぞれの動物
が古代文化の脈絡のなかでどのように認知されていたかを知るのは容易ではないからである。
動物の象徴的利用について理解を深めるためには、まず古代社会の動物利用を具体的に復元す
ることが不可欠であり、その証拠にもとづいて生業と世界観、いわば上部構造と下部構造を一体
のものとして理解する視点が求められる。 
 ところで、動物を記号やメタファーとして扱うことは、人類が汎文化的に行なう一般的な傾向
であるともみなされている。アンデス文明はこの特徴を高度に発達させた社会と位置づけられ
るだろう。アンデスの諸文化で行われていた動物の象徴的利用を探究することによって、自然か
ら観察した事象を記号化し、人間社会の関係性のなかに敷衍する思考について理解を深めるこ
とができる。これは考古学が対象とする多くの先史社会へも応用が可能であろう。 
 Tilley は、人間も動物の一種であるとの視点から、さらに論を進めて「人間と動物の関係」が
その社会における「人間と人間の関係」にも影響を与えると述べている。同様の主張は、
Haudricourt(1962)以来、Brotherstone(1989)、Hodder(1990)、Ingold(1980)など、現代の牧畜
社会の研究を通じて提唱されているところである。しかしながら、この説の妥当性について具体
的な考古学的事実にもとづく検証は十分になされておらず、現状では仮説にとどまっている。人
類の動物利用は多様な目的・方法を含むものであった。その変遷が人類社会の複雑化とどのよう
な関係にあるのか、歴史的な視座から探求することが求められる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、古代アンデス社会が複雑化する際に機能していた統合原理を、動物儀礼、図
像表現などを含む広義の動物利用の観点から読み解くことにある。その前提として、まず出土資
料から具体的な動物利用の復元を行う。特に注目するのは、家畜飼育の開始によって人間と動物
の関係が大きく変化する前後の動物利用および社会の比較である。人間と動物の関係の変化が、
人間同士の社会関係に影響したとする仮説について、実証的なデータに基づいて検証する。本研
究の目的は次の３点にまとめられる。 
 
①生業（下部構造）と世界観（上部構造）の統合的理解 
 従来、遺跡から出土する動物骨資料の分析は、生業復元などいわゆる下部構造の理解を主な目
的としてきた。調査者が“合理的に説明できない動物利用”は“なんらかの儀礼行為”と解釈さ
れ、下部構造とは切り離された上部構造の問題に転嫁される傾向もみられた。本研究が対象とす
るアンデス形成期（前 1,200〜0 頃）は、祭祀を行う大型の公共建築が築造されたが、そこでの
活動には毛織物生産、銅製錬など多様な生産活動が行われたことも判明している。つまり形成期
社会において、儀礼と生業は不可分に結びついていた可能性が推定される。分析手法として生物
考古学、環境考古学的アプローチを踏襲しつつも、データの解釈にあたっては下部構造と上部構
造を統合した視点から資料の分析を進めた。 
 
②歴史的視座に立った社会統合原理の探求 
 神殿を中心にまとまっていた形成期社会は紀元前後に崩壊し、より国家的な統制を強めた社
会に再編成される。この時期は地方発展期（後 1 年〜600 年頃）とよばれ、狩猟活動が衰えて家
畜飼育が優占するなど、動物利用にも明確な変化が生じる。しかし動物の象徴的利用に関しては、
先行する形成期に発生した儀礼が一部踏襲されるほか、インカなど後世の文化との連続性もう
かがわれる。社会の崩壊と再編成が生じるとき、社会の統合原理として機能していた祭祀や儀礼、
動物に付加された抽象的意味はどのような影響を受けたのだろうか。本研究では歴史的な視座
にたち、これまで議論されてこなかった変革期における社会の統合原理の連続性と断絶を探求
した。 
 
③総合資料学 



 生業と世界観を統合的に解釈し社会の原理を究明するには、ひとつの資料を多面的な視点か
ら検討することが有効である。学際研究、学融合はフィールドワーク型の研究プロジェクトにと
って定石となっているが、本研究ではこれをさらに発展させ、１点の骨資料について動物考古学、
生物化学、同位体分析、考古学、文化人類学の諸手法を適用してより多くの情報を抽出すること
を強く意識した。 
 
３．研究の方法 
 (1)調査対象 
 ペルー北高地および隣接する海岸地域を主たる調査地とし、これらの地域に展開した形成期
中期から末期（前 1,200〜0 年頃）の社会と、後続する地方発展期（後 1〜600 年頃）の社会を取
り上げた。調査対象となる遺跡には、申請者らが過去 15 年間にわたって調査を行なってきたパ
コパンパ遺跡のほか、クントゥルワシ遺跡、ラスワカス遺跡など、形成期を代表する大規模神殿
を含む。とくにパコパンパ遺跡については形成期後期（前 800〜前 400）に神殿としての機能を
停止したあと、地方発展期に再利用されたことがわかっており、同一遺跡において社会変化の前
後で動物利用を比較検証できる利点がある。具体的な課題として下記の３点を設定した。 
 
(2) 研究方法 
①考古動物相の同定 
 低緯度帯に隆起するアンデス山脈は高度によって熱帯
から寒帯まで生態系が劇的に変化する地理上の特徴をも
つ。本研究で調査する遺跡はいずれも比較的温暖な高度
2,000〜2,500m の丘陵上に位置しているが、徒歩 1 日の
圏内に乾燥した熱帯からアマゾンに連なる森林地帯まで
を包含する。それぞれの環境に生息する動物相が異なっ
ているため、利用可能な動物は多種にわたる。遺跡出土
動物骨資料を構成する分類群を同定することにより、
人々が実際に利用した動物のリストを明らかにするとと
もにそれらを調達した領域を特定できる。 
 これまでの研究により、調査対象遺跡の出土動物相は
把握されているものの、動物各種の生態を参照して図像
分析を進めるうえでさらに高精度な同定が必要となる。
また骨破片の形態観察では区別が難しい鳥類について
は、形態解析、古代 DNA 解析、タンパク質分析等を用い
て分類群の特定を行った。 
 
②家畜飼育開始時期と不平等社会出現の時差確認 
 申請者らの調査により、形成期後期（前 800年〜400 年
頃）にパコパンパ遺跡、クントゥルワシ遺跡の両遺跡においてリャマの飼育が開始されたことが
判明している。狩猟によって野生動物を捕獲するのとは異なり、家畜はその出生と死を人間が管
理下に置く。人間と動物の関係という点において画期的な変化である。パコパンパ遺跡ではリャ
マ飼育の開始と同時期に、遠距離交易による威信材の搬入や黄金製品を副葬された貴人墓が出
現するなど、エリート層が形成され、社会内部に不平等化が進んだ徴候がある。家畜飼育の開始
と不平等社会出現の関連性を確認するため、放射性炭素年代測定を実施しそれぞれの事象の正
確な編年を確立することを目指した。 
 なお、リャマ飼育については荷駄獣として他地域との交易に用いられた可能性を考慮し、出生
から死に至るまでの生息環境をストロンチウム同位体分析によって確認した。これにより他地
域産の個体と遺跡周辺で生産された個体の使い分けについても検討が可能となり、神殿におけ
る動物儀礼の具体的な理解に寄与できる。 
 
③饗宴儀礼と食物連鎖を暗示する図像の解釈 
 饗宴（feasting）は食事をともにすることで共同体の結びつきを強める社会的行為であり、多
くの人類集団で重視される。近年、考古学研究においても饗宴跡に注目し、先史社会の理解につ
なげようとする動きが活発化している。パコパンパ遺跡では神殿中核部から複数の饗宴遺構が
検出されており、予備的な調査からは多種にわたる動物が確認されている。動物の入手・消費・
廃棄にいたる一連の過程が社会統合を強める役割を果たしたと想定されることから、タフォノ
ミー、動物考古学、同位体分析から饗宴行為の全体像を復元し、建築・遺構のコンテキストとの
関連を対応させる。 
 
４．研究成果 
(1)考古動物相の同定 
 パコパンパ遺跡とクントゥルワシ遺跡で出土した動物相を明らかにした。オジロジカ、ラクダ
科、ワタオウサギ、テンジクネズミ、オポッサムなど主に遺跡周辺に分布する哺乳類を中心にし
ながらも、オマキザル類、パカラナなど、森林に生息する動物群が検出されたことが特徴である。
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神殿における儀礼行為に関係し、異なる生態系から動物が調達されていたことが示唆される。な
お、ここでは神殿社会の構成員が直接的に動物を捕獲するのみならず、交易等により間接的に入
手していた可能性もあり、神殿社会の活動域として認識するべきであろう。各遺跡とも神殿が立
地する生態系の外から搬入した動物を含むことは、形成期社会がローカルな経済活動にとどま
らず、社会の広域化に向かっていたことを示すものである。 
 
(2)家畜飼育の開始と社会 
 パコパンパ遺跡、クントゥルワシ遺跡から出土したラクダ科動物は、骨形態の分析から家畜の
リャマであったことが確認された(Uzawa et al.2021)。また、リャマの同位体分析の結果から
は、キャラバンによってもたらされた遠来の個体ではなく遺跡周辺で飼育された個体であるこ
とも判明した(Takigami et al. 2020)。両遺跡におけるリャマの出現は形成期後期であること
が、再度、確認された。 
 人と動物の関係が、社会における人間同士の関係にも敷衍されるという仮説にもとづけば、ア
ンデス古代社会における不平等社会の出現は形成期後期以降になると想定できる。しかしなが
ら、この想定を覆す発見があった。リャマ飼育の開始に先立つ形成期中期において、神殿中核部
に、大量の奢侈品とともに埋葬された貴人の墓が検出されたのである。このことは、当地におけ
る家畜飼育の開始に先立ち、すでに権力が発生していたことを明確にしめすものである（Seki)。 
 人と動物の関係と、社会の複雑化の関係については、新たなモデルに基づいて検討を行う必要
がある。 
 
(3)饗宴儀礼と動物図像 
 饗宴には遺跡から出土した動物の大半の種が供されていた。ただし、ネコ科動物に代表される
生態系の上位に位置する捕食は含まれていない。遺構、遺物を修飾する図像に捕食動物が好んで
用いられることと対照的である。私たちはこの事象の解釈として、饗宴の主催者が捕食動物の役
割を演じ、周辺の生態系から収集された動物を食べ、自らがヒエラエルキーの上位にいることを
参加者に示したのではないかと考える。この仮説は遺跡から出土する石像、土器、レリーフ等に、
半人半獣の図像が描かれることとも整合する。 
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